
１３．大学院生の海外研修
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要約
本取組は臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指しており、その形態の一つとしてグローバルに活躍できる薬剤師を養成することを目指していることから、大学院生・学生に海外の薬学部学生と交流することで薬剤師の職能について考える機会を持てるように海外研修を行った。四国の全薬学部から集まった大学院生4名、学部学生1名と共に米国コロラド州デンバーのRegis大学薬学部を訪問し、研究環境、教育環境、実習環境、住環境、学生生活について情報収集を行った。参加者は国は違うが同じ薬学を学ぶ同年代の学生・院生を交流することで、薬剤師の職能について再認識したようである。学生・院生の海外研修は参加した学生・院生の行動様式を変えるほどのインパクトを持っていることから、環境が整えば継続して実施したい。
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１．目的
本取組は、四国の全薬学部が戦略的連携関係を持ち、薬剤師養成教育・大学院教育と研究を共同して推進し、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指している。その一環としてグローバルに活躍できる薬剤師を念頭に、①研究環境（研究室の構造、究テーマ、基礎と臨床分野の連携）、②教育環境（多職種間教育、チーム基盤型学習法の実施状況と学生の満足度、フィジカルアセスメントの実施の有無）、③実習環境（模擬薬局の見学、事前学習と実務実習の違い、在宅実習）、④住環境（病院・薬局の訪問、診療所施設）、⑤学生生活（卒業後の進路、キャンパスの様子、学食の訪問、寮について）の各項目について情報収集を行うことを通じ、薬剤師の職能について考える機会を大学院生・学生に提供する。

２．活動内容
平成27年度、米国コロラド州デンバーのRegis大学薬学部を、四国の全薬学部から集まった大学院生4名、学部学生1名、そして引率教員1名が、10月19日～10月25日の日程で訪問した。
研究環境、教育環境、そして実習環境についてはRegis大学の担当教員から個々について説明を受けたほか、学内の施設の見学を行った。また、病院・薬局の項目はSt. Joseph’s病院の病棟と薬局を見学したほか、Primary careを専門に行う診療所、およびドラッグストア見学を行い、それぞれの施設の担当者から具体的な説明を受けた。学生生活については、Regis大学の学生数名の案内で、寮、学食、キャンパス図書館等を見学した。
アクティブラーニングの授業に参加させてもらったが、大学で薬学を学ぶ学生の意識は高く、授業の予習は勿論のこと、授業中でも積極的に発言するなど、日本の授業風景とは大きく異なるものであったことに日本から参加した大学院生・学生は興味を引かれていたようであった。

３．成果
帰国後、参加者には報告書を提出してもらったが、そこには
・授業時間外にも真剣に調べものをする学生が数多く見られ、学生の意識の高さが感じられた。
・日本との文化の違いを感じるとともに、薬剤師としての刺激を受けた。
・米国の学生のモチベーションの高さが印象に残った。
・薬学部で学ぶ知識は米国も日本もあまり大差がないと感じた。
・（薬学における）日本の強みと弱みが見えてきた。
ということが記されており、当初の目的であった薬剤師の職能について考える機会は十分に持つことが出来たと考えている。

４．今後の予定
海外研修は参加した大学院生・学生からは大変好評であり、『ぜひ後輩にも勧めたい』という意見が本取組の事務局にも数多く伝えられている。一方、実施においては予算はもとより（相手方との）日程調整、相手国内での移動方法の確保、大学院生・学生の安全確保等、周到な準備が必要なことから、どのような方法で進めるべきか、現在検討を行っている。
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